
終戦から80年。戦争を体験した方の証言や資料が急速に失われつつある一方

で、世界では紛争や戦闘が繰り返され多くの命が犠牲になっています。そん

な時代だからこそ、戦争の悲惨さや理不尽さを改めて学び、平和の尊さと命

の大切さを次世代へとつないでいくことが大切です。

その一歩となるようにと願って、展示会を開催しました。

令和７年度 六ツ門図書館展示コーナーの展示・イベント

「8.11久留米空襲を語りつなぐ」

戦後80年平和資料展

令和7年7月19日(土)～９月７日(日)

展示会場（正面から）

会場全体の様子 久留米空襲で使用された焼夷弾の模型と空襲後の市街地
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戦時中の暮らしの再現

戦地への慰問の品

特攻にも出撃した「予科練」の制服 招集令状や防毒マスクなども展示

兵士の無事を願う千人針チョッキ
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米軍が戦意喪失を目的に、日本国民に向
けてまいたビラ

当時13歳の少年の日記にも空襲の様子が
書かれています

せんいそうしつ

久留米空襲を体験された方の証言DVDも上映

戦時中に使われた教科書

配給に使われた切符や通帳

武器を作るために金属が回収され、色々
な物が陶器で作られました

戦時中は思想や生活などが統制されました



久留米空襲で焼失した市街地

犠牲者の体内から火葬時に発見された爆弾片空襲による焼失区域の資料も合わせて展示
かそう

YouTubeで動画もご覧いただけます。
「8.11久留米空襲をかたりつなぐ」
で検索してみてください。



◆関連イベントの様子

会期中、多くの方に鶴を折ってい
ただき、平和を願う折鶴は、慰霊
式までに2,000羽を超え、最終日
には2,829羽にのぼりました。
この折鶴は、慰霊式で奉納させて
いただきましたが、改めて3,000
羽の千羽鶴に仕立て、修学旅行で
長崎を訪れる金丸小学校の子ども
達により、長崎原爆資料館へ納め
ていただきます。

関連イベント② 新収蔵資料紹介「故郷の妻へ、戦地ビルマからの手紙①～③」

関連イベント① 六ツ門図書館司書による「平和のおはなし会」

関連イベント③ 「戦災死者慰霊式に折鶴を」

慰霊式での千羽鶴奉納
せんばづるほうのう
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